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　　映画ハリー・ポッタ
ーのハーマイオニー役で

有名な女優のエマ・ワト
ソン

さんは、女性の地位向上
と男女平等を目指す国連

機関UN  Womenの親善大使に

任命され、その男女協力キ
ャンペーンHeForSheについて国連本部でスピー

チを

行いました。雄弁という
よりむしろ緊張に耐えな

がら、キャンペーンに寄
せる

思いを語ったそのスピー
チの後半、彼女は自分の

役割に対して、自分自身
に

言い聞かせています。
“If not me, who? If not now, when?” 「私でなかったら、

誰が？ 今でなかったら、
いつ？」

　　農業環境変動研究セン
ターは、この4月からそれま

での農業環境技術研究所

を母体とした農研機構の重
点化研究センターとして新

たなスタートを切りました
。

私たちの役割を考えるとき
、ワトソンさんがスピーチ

に際していだいたであろう

気持ちに似たものを感じて
います。私たちは、気候変

動、生物多様性、物質循環
、

有害化学物質リスク管理
、環境基盤情報の発信と

いった農業生産上の重要
課題

に取り組んでいます。本
ニュースでも取り上げて

いる気候変動に関しては
、

温暖化が今後の農業生産
に与える影響の評価、顕

在化しつつある農作物被
害へ

の対策技術の開発、農業
活動により排出される温

室効果ガスを削減する技
術の

開発などを進めています
。地球規模の大きな変化

の中で、個々の技術や成
果が

単独で直接大きな変革を
もたらすことは少ないか

もしれません。しかし、
確実

に進行しつつある気候変
動とその農業への影響に

対し手をこまねいている
わけ

にはいきません。私たちは
、科学的根拠にもとづく成

果を積み上げ、農研機構内

はもとより様々な機関と
の連携により将来にわた

り食料生産の向上につな
がる

技術開発を推進していき
ます。また成果をわかり

やすく発信することで、
多く

の皆さんに私たちの取り
組みへの理解を深めてい

ただけるよう努めていき
ます。

“If not us, who? If not now, when?”

農研機構 農業環境変動研究センター
所長 渡邊 朋也 （わたなべ ともなり）

農研機構  農業環境変動研究センターの組織

農業環境変動研究センターは、環境変動に柔軟に
対応するための適応技術や環境保全を重視した持続
可能な農業生産に貢献する技術を開発・発信します。

所 長

企画管理部

温暖化研究統括監

気候変動対応研究領域

生物多様性研究領域

物質循環研究領域

有害化学物質研究領域

環境情報基盤研究領域

影響予測ユニット
温室効果ガス削減ユニット
土壌炭素窒素モデリングユニット
作物温暖化応答ユニット
温暖化適応策ユニット

生物多様性変動ユニット
生態系サービス評価ユニット
外来生物影響評価ユニット
化学物質影響評価ユニット

水質影響評価ユニット
広域循環評価ユニット
物質変換解析ユニット
循環機能利用ユニット

環境化学物質分析ユニット
無機化学物質ユニット
有機化学物質ユニット
作物リスク低減ユニット

土壌資源評価ユニット
昆虫分類評価ユニット
農業空間情報解析ユニット
統計モデル解析ユニット
総合評価ユニット

次長、企画連携室、管理課、リスク管理室

気候変動による農業生産への影響を予測するとともに、温室効果ガスの
排出削減など温暖化の緩和に役立つ技術を開発します。また、気候変動に
対する農作物の応答機構を解明し、温暖化に適応するための農業生産技
術を提案します。

気候変動や農業の変化にともなう生物多様性の変動を明らかにし、農業
生態系がもたらす恩恵を生態系サービスとして評価し利用する研究を進め
ます。また、外来生物や農薬が生態系に及ぼす影響を評価します。

農法や資材の変化が土壌・水質に及ぼす影響を明らかにします。また、窒
素などの広域循環を評価するとともに、農業環境中の生物を利用した循環
機能の改善技術を提案します。

安全な農作物を生産するため、ヒ素やカドミウムなどの有害元素と残留
農薬など有機化学物質について、農作物の汚染リスク予測とリスク低減技
術の開発を進めます。

環境変動のモニタリング研究を進めるとともに、農業環境情報の解析や
モデル化の手法を開発します。また、土壌資源、昆虫・小動物、空間情報など
環境基盤情報を統合的に整備し、発信します。

～地球温暖化に挑む～

～多様な生き物を育む～

～物質や資源の循環を見つめ直す～

～食の安全を支える～

～情報で現場とつながる～




